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メ
ッ
セ
ー
ジ
が
静
か
に

心
に
迪
っ
て
き
ま
す

か
つ
て
昭
和
の
時
代
に
作
ら
れ
た
日
本
映
画
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
地
味
な
タ
イ
ト
ル
に
製
作
陣

の
想
い
が
込
も
り
ま
す
。
現
代
に
お
い
て
は
、随
分

《尖
が
っ
た
映
画
》
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
の
「今

そ
こ
に
あ
る
危
機
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
て

い
い
の
か
」
「
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
は
い
け
な

い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
心
に
泌
み
こ
ん
で
く
る

の
で
す
。劇
中
、高
津
川
の
流
域
で
暮
ら
す
人
た
ち

の
営
み
が
淡
々
と
描
か
れ
、
そ
れ
は
、
ま
る
で
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
の
世
界
の
よ
う
で
す
。
人
々
が
明
日
の
幸

せ
を
夢
み
て
働
き
、
経
済
発
展
を
遂
げ
た
昭
和
の

時
代
に
は
日
本
中
ど
こ
に
で
も
あ
っ
た
自
然
豊
か

な
風
景
が
ス
ク
リ
ー
ン
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
俳
優

陣
の
演
技
を
優
し
く
包
み
ま
す
。
日
本
の
《現
在
の

問
題
》を
描
き
な
が
ら
も
、
涙
な
し
で
は
観
ら
れ
な

い
全
世
代
向
け
の
エ
ン
タ
メ
作
品
で
す
。公
開
規
模

の
小
さ
な
船
出
で
す
が
、感
動
の
波
は
多
く
の
皆
様

に
届
く
も
の
と
信
じ
ま
す
。ぜ
ひ
大
ス
ク
リ
ー
ン
で

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

出
演
者
、
ス
タ

ッ
フ
と

清
流
高
津
川
が
奏

で
る

交
響
曲

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
中

に
溶
け
て
し
ま
う
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
る
ほ

ど
の
優
し
い
映
画
が
誕
生
し
ま
し
た
。
日
本

一
の
清

流
、高
津
川
流
域
で
健
気
に
生
き
る
人
々
の
姿
と
心

心
に
泌
み
こ
ん
で
き
ま
す
。監
督
は
、中
村

白
い
船
」、中
井
貴

一
主
演

Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ

“
歳
で
電
車
の
運
転
士
に

「渾
身
」
の
錦
一織

ヒ
ロ
イ
ン
に
戸
田
菜
穂
。

．高
橋
長
英
、奈
良
岡
朋
子
ら
の
ベ
テ
ラ
ン

大
野
い
と
、新
人
の
石
川
雷
蔵
ら

豪
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物 言吾
1 日本一の清流を舞台に描かれる物語は、感動をたたえて深く心にしみこんでくる

山の上の牧場を経営している斉藤学(甲本雅裕)。歌舞伎の源流とも言われる「神楽の舞い」は地元の誇り。息子竜也が

稽古をさばりがちなことからこの地を離れるのではないかと心配している。そんな時、母校の小学校の開校を知らされる。
学は高津川上流のリゾート開発の話があることを、小学校の同級生である東京の弁護士の大庭誠に相談、地域の発展の
起爆剤になるという誠を高津川のほとりに連れていく。誠はそこで学だけが知る秘密を知らされることになる。・・。
心の奥深くしみる物語は後半静かな転調をみせる。静かに胸が熱くなるシーンは必見。
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泣けて泣けて大変でした
(50代女性)

時間があっという間でした
(20代女性)

久しぶりに映画で感動した
(70代女性)

日本を誇りに思えた
(40代男性)

最後まで涙が流れた
(40代女性)

感動作
(50代男性)

幸せな気持ちでいっぱい
(30代女性)

後半やばい。鳴咽しそうになった
(40代男性)

日本を誇りに思えた
(40代男性)

嘘くさくない演技、本音のメッセージ    すごい良かった
(50代男性  ヽ             (20代 女性)

清流のように心洗われる
(60代男性)

親元に帰りたくなった
(20代男性)

映画でこんなに′ぃを動かされたのは初めての経験 日本人みんなに見て欲しい
(40代女性)                 (60代 女性)

元気が出た
(20代女性)

この映画凄い

(60代女性)

今の時代を表している
(50代女性)

清々しい涙が流れた
(60代女性)
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鴨長明「方丈記」の冒頭の一節を思い出す  演技とは思えないほど役者が皆良かった
(30代女性)              (60代 女性)

思わず人生を振り返っていた       こう来たかと、いい意味で裏切られた
(70代女性)              (30代 男性)

風の音、川のせせらぎ、言葉の一言一言が、まるで一編の詩のようだった
(30代女性)
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大きな宣伝はありません。ご覧いただいた皆様のロコミが頼りです 憾 想抜粋)


